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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式／インデックス型 
信 託 期 間 無期限（設定日：2018年１月12日） 

運 用 方 針 

先進国株式インデックスマザーファンド
受益証券への投資を通じて、先進国の株式
市場の動きを捉えることをめざして、FTSE
ディベロップド・オールキャップ・イン
デックス（円換算ベース）の動きに連動す
る投資成果を目標として運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
先進国株式インデックスマザーファンド
受益証券を主要投資対象とします。 〔ベ ビ ー 

フ ァ ン ド 〕
マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券
を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 

投資信託証券（マザーファンド受益証券
および上場投資信託を除きます。）への実
質投資割合は、信託財産の純資産総額の
５％以下とします。 
マザーファンド受益証券への実質投資割
合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を
設けません。 
株式への直接投資は行いません。 

〔ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 〕

マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

投資信託証券（上場投資信託を除きま
す。）への投資割合は、信託財産の総資産
価額の５％以下とします。 
外貨建資産への投資割合には制限を設け
ません。 
株式への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

年１回決算（原則として毎年11月12日。
ただし、休業日の場合は翌営業日）を行
い、原則として以下の方針に基づいて収
益の分配を行います。分配対象額の範囲
は、繰越分も含めた経費控除後の配当等
収益及び売買益（評価損益を含みます。）
等の全額とします。収益分配金額は、委
託者が基準価額水準、市況動向等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合等には、委託者の
判断により分配を行わないことがありま
す。留保益の運用については、特に制限
を定めず、委託者の判断に基づき、元本
部分と同一の運用を行います。 

 

運用報告書  (全体版 ) 
第１期 

（決算日：2018年11月12日） 

 

ＳＢＩ・先進国株式 
インデックス・ファンド 

（愛称：雪だるま（先進国株式）） 
 

追加型投信／内外／株式／インデックス型 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、「ＳＢＩ・先進国株式インデックス・ファ

ンド（愛称：雪だるま（先進国株式））」は、2018

年11月12日に第１期決算を行いました。 

ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお

願い申し上げます。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2018年１月12日 10,000 － － 10,000 － － 1 

１期(2018年11月12日) 9,774 0 △2.3 9,859 △1.4 98.0 551 
 

（注１） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注２） 設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 

（注３） ベンチマークは、FTSEディベロップド・オールキャップ・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。 

（注４） ベンチマークは、設定日の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 

（注５） ベンチマークの騰落率は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％  ％ ％ 

2018年１月12日 10,000 － 10,000 － － 

１月末 9,969 △0.3 9,962 △0.4 94.5 

２月末 9,521 △4.8 9,523 △4.8 95.7 

３月末 9,200 △8.0 9,151 △8.5 97.0 

４月末 9,581 △4.2 9,558 △4.4 96.9 

５月末 9,604 △4.0 9,588 △4.1 97.6 

６月末 9,639 △3.6 9,653 △3.5 97.2 

７月末 9,948 △0.5 9,993 △0.1 98.7 

８月末 10,115 1.2 10,179 1.8 97.3 

９月末 10,385 3.9 10,448 4.5 97.7 

10月末 9,431 △5.7 9,474 △5.3 99.0 

(期  末)      

2018年11月12日 9,774 △2.3 9,859 △1.4 98.0 
 

（注１） 騰落率は設定日比です。 

（注２） ベンチマークは、FTSEディベロップド・オールキャップ・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。 

（注３） ベンチマークは、設定日の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 

（注４） ベンチマークの騰落率は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 

 

ベンチマーク：FTSEディベロップド・オールキャップ・インデックス 

FTSEディベロップド・オールキャップ・インデックスは、FTSE社が開発した指数で、先進国株式市場全体の動きを表す指数です。同指数

に対する著作権、知的財産権その他一切の権利はFTSE社に帰属します。 
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2018年１月12日から2018年11月12日まで） 

○基準価額等の推移 

  

  
（注１） ベンチマークは、FTSEディベロップド・オールキャップ・インデックス（米ドルベース）を委託会社にて円換算しています。詳細は

P１をご参照ください。 

（注２） ベンチマークは、設定日（2018年１月12日）の値が当ファンドの基準価額と同一になるよう指数化しております。 

（注３） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載しておりません。 

（注４） ベンチマークの値は国内の取引所の営業日に準じて算出しています。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

堅調な企業決算内容や税制改革を始めとした政策への期待、主要国におけるGDP成長率の上方修正、外国為

替市場における円安進行などが上昇要因となりました。 

 

下落要因 

トランプ米大統領の保護貿易主義の影響による懸念、米長期金利の急騰を契機とした株式市場の急落、外国

為替市場における円高進行などが下落要因となりました。 
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○投資環境 

＜先進国株式市場＞ 

2018年１月にかけては、米国企業の堅調な決算内容や税制改革などが好感され、米株式市場の上昇が世界的

な株高に寄与しました。日本においては日経平均株価が23,000円を目前に高値警戒感等から上値が重く推移

していたものの、2018年７－９月期実質GDP成長率が大幅に上方修正されると上昇に転じました。しかし、２

月に入ると米長期金利の急騰を契機に米株式市場が急落し、株式市場は世界的に調整局面を迎えました。 

その後は値動きの荒い展開が続く中、３月にはトランプ米大統領が輸入制限の発動を表明し、貿易摩擦によ

る景気減速懸念を背景に大きく下落しました。その後はトランプ米大統領が米中貿易問題の解決に前向きな

姿勢を示したことなどを好感し、一進一退を繰り返しながらも上昇基調を維持しました。一方、欧州株式市場

は、米国の保護貿易主義により世界経済への悪影響に対する懸念が広がったほか、先行きが不透明なイタリア

の政治情勢が相場の重荷となり、軟調な展開となりました。10月に入ると、堅調だった米株式市場も調整局面

を迎え、各国の株式市場にも波及しました。また、米長期金利の急騰が意識されたほか、米中貿易戦争の長期

化懸念等も下押し要因となりました。 

その後は自律反発に加えて、米企業の決算発表が良好であったことを手掛かりに反発し、期末を迎えました。 

 

＜為替＞ 

ドル／円は、期首に112円台で始まり、米連邦公開市場委員会（FOMC）の結果から、年内利上げ観測による

ドル買いの動きが急速に強まりました。また、イエレン米連邦準備制度理事会（FRB）議長が2017年12月のFOMC

において追加利上げを再確認したことや、トランプ米政権の税制改革案が公表されたこと等がドル買い・円売

り材料となり、一時114円台前半まで円安が進行しました。 

年明け１月下旬には、米財務長官によるドル安容認発言や、黒田日銀総裁の出口戦略発言等によって円買

い・ドル売りの流れが強まりました。加えて２月の米長期金利の急騰を受けた世界的なリスク回避の流れから

円が急速に買われ円高・ドル安が進行し、一時105円台半ばまで円高が進みました。その後は北朝鮮の地政学

リスクの後退、良好な米経済指標の発表等を背景に、再びドル高・円安基調に転じました。一時、貿易摩擦へ

の懸念が高まる局面では円買いが入るなど一進一退の推移を見せたものの、ドル／円は徐々に円安・ドル高方

向にレンジをシフトする展開となりました。 

期末にかけては、貿易摩擦への懸念等から一時は円が買われる局面もみられたものの、堅調な米株式市場や

米利上げを織り込むように114円台までドル高・円安が進行しました。10月に起きた米長期金利の急騰により

米株式市場が下落する局面では、リスク回避の円買いが入った一方、ドルにも継続的な買いが入ったことか

ら、ドル／円は111円台で下げ止まり、再びドル高・円安基調に転じて期末を迎えました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 

＜当ファンド＞ 

ベンチマークである「FTSEディベロップド・オールキャップ・インデックス（円換算ベース）」に連動する

投資成果を目指し、主要投資対象である先進国株式インデックスマザーファンド受益証券を高位に組入れて

運用を行いました。 

 

＜先進国株式インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマークである「FTSEディベロップド・オールキャップ・インデックス（円換算ベース）」に連動する

投資成果を目指して運用を行ってまいりました。 

また、ファンドの運用にあたっては、モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を受

けつつ、ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象として運用を行いました。 

なお、当期の投資信託証券の組入比率に関しては、90％以上の組入比率を維持しました。期末の組入比率は

97.9％となっております。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

期中における基準価額は、△2.3％の値下がりとな

り、ベンチマークである「FTSEディベロップド・オール

キャップ・インデックス（円換算ベース）」の下落率

△1.4％を概ね0.9％下回りました。 

主な要因としては、継続的な資金流入に伴うマザー

ファンドにおける組入れ上場投資信託（ETF）の売買委

託手数料、組入れETFからの分配金に対する課税、当

ファンドにおける信託報酬等の要因が挙げられます。 

 

 

  

  
（注１） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注２） ベンチマークは、FTSEディベロップド・オールキャップ・

インデックス（円換算ベース）です。詳細はP１をご参照く

ださい。 
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○分配金 

当期の収益分配は、運用の効率性と基準価額の水準を勘案し見送ることといたしました。 

なお、収益分配に充てなかった利益につきましては、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて運用い

たします。 

 

 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第１期 

2018年１月12日～ 
2018年11月12日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 71  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

＜当ファンド＞ 

引き続き、ベンチマークである「FTSEディベロップド・オールキャップ・インデックス（円換算ベース）」

に連動する投資成果を目指し、主要投資対象である先進国株式インデックスマザーファンド受益証券を高位

に組入れて運用を行う方針です。また、現金比率を極力抑え連動率を高めていく所存です。 

 

＜グローバル株式インデックスマザーファンド＞ 

引き続き、ETF（上場投資信託）を含む投資信託証券を主要投資対象とし、ベンチマークである「FTSEディ

ベロップド・オールキャップ・インデックス（円換算ベース）」に連動する投資成果を目指して運用を行います。 

また、ファンドの運用にあたっては、モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を受

けつつ、運用を行う方針です。 

 

  

分配原資の内訳 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年１月12日～2018年11月12日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 7  0.068  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 3)  (0.027)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 3)  (0.027)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.083   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 8)  (0.083)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 14   0.148   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (13)  (0.131)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 2)  (0.016)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他費用 

 合 計 29   0.299    

期中の平均基準価額は、9,739円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 各項目ごとに円未満は四捨五入しております。 

（注４） 売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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○売買及び取引の状況 (2018年１月12日～2018年11月12日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
先進国株式インデックスマザーファンド 584,393 571,460 22,318 22,620 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年１月12日～2018年11月12日) 

 

 該当事項はありません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  

1 － 1 － 
当初設定時又は当初運用時における
取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2018年11月12日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

先進国株式インデックスマザーファンド 562,074 551,170 
 

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
 

マザーファンドにおける組入資産の明細につきましては、後述のマザーファンドの「運用報告書」をご参照

ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 



品 名：90089_201310_001_04_ＳＢＩ・先進国株式インデックス・ファンド（愛称：雪だるま（先進国株式））_749158.docx 

日 時：2019/1/15/ 17:00:18 

ページ：8 
 

－ 8 － 

○投資信託財産の構成 (2018年11月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

先進国株式インデックスマザーファンド 551,170 100.0 

コール・ローン等、その他 53 0.0 

投資信託財産総額 551,223 100.0 
 

（注１） 金額の単位未満は切捨て。 

（注２） 先進国株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（532,961千円）の投資信託財産総額（558,158千

円）に対する比率は95.5％です。 

（注３） 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1ドル＝113.94円。 

 

○特定資産の価格等の調査 

該当事項はありません。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年11月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 551,223,530   

 コール・ローン等 53,434   

 先進国株式インデックスマザーファンド(評価額) 551,170,096   

(B) 負債 161,122   

 未払解約金 16,159   

 未払信託報酬 116,281   

 その他未払費用 28,682   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 551,062,408   

 元本 563,824,855   

 次期繰越損益金 △ 12,762,447   

(D) 受益権総口数 563,824,855口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,774円 

 
<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 

(貸借対照表関係) 

期首元本額 1,000,000円 

期中追加設定元本額 667,910,865円 

期中一部解約元本額 105,086,010円 
 

○損益の状況 (2018年１月12日～2018年11月12日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        23   

 支払利息 △        23   

(B) 有価証券売買損益 549,693   

 売買益 3,357,155   

 売買損 △ 2,807,462   

(C) 信託報酬等 △   225,527   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 324,143   

(E) 追加信託差損益金 △13,086,590   

 (配当等相当額) (△        14)  

 (売買損益相当額) (△13,086,576)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) △12,762,447   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △12,762,447   

 追加信託差損益金 △13,086,590   

 (配当等相当額) (     672,419)  

 (売買損益相当額) (△13,759,009)  

 分配準備積立金 3,366,499   

 繰越損益金 △ 3,042,356   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,366,499

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、および信託約款

に規定する収益調整金（672,419円）より分配対象収益は

4,038,918円（１万口当たり71円）ですが、当期に分配した金

額はありません。 
 

 

○約款変更のお知らせ 

「インデックス・ファンド」を名称に付す等、ファンドの商品性をより明確にするため、ファンド名称の変

更にかかる信託約款の変更を行いました。（2018年９月５日） 
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